
                                      

  

 
                                                                 

                                                    

  

             
   
 

 

【第 2875 回例会】ロータリーを語り合う例会（国際奉仕） 

Vol.60 No.25 

平成 30 年（2018 年） 

2 月 21 日 

平 和 と 紛 争 予 防 / 紛 争 解 決 月 間 

 

 

［点鐘］［国歌斉唱］ 

［ロータリーソング］奉仕の理想 

［ゲスト紹介］職業奉仕賞受賞者 今村義幸様ご夫妻 

 

【記念品贈呈】 

 ［誕生記念品贈呈］    ［出席率 100％記念品贈呈］ 

 下之角洋会員（18 日）   今村正人会員  

古山順一会員（21 日）       （RC 歴 34 年） 

 

【会長挨拶】 

今日は、1 年に 1 回の職業奉仕賞の日です。 

受賞される鹿児島水先区水先人会の今村義幸様、奥様、

誠におめでとうございます。私達全てのロータリアンと共

にお祝いを申し上げます。 

  この職業奉仕賞は、佐々木パストガバナーの拠出された

資金により、「この道一筋 50 年」のように長年にわたり、

こつこつと地道に自らの職業に徹し、立派に社会貢献をし

ておられる方を表彰する趣旨のもとで行われております。

2004 年度から始まり、今回で 14 回目、これまで 24 名の

方々が表彰されました。今や我が南ロータリーの誇るべき

重要な奉仕事業の一つとなっております。 

かつて、「メタルカラー」という言葉を作家の山根一眞

が発案しました。この言葉は、日本経済を支えてきた現場

の高度な技術職の方を称する造語で、私共ロータリーの職

業奉仕賞に相通ずるものがあると考えております。また、

日本の文化を支えてきたのは、いわゆる職人という分野の

方々ですが、最近このような、メタルカラーあるいは職人

の分野の方々による現場力が継承されていないと懸念し

ております。 

  私は、会長方針の中で、職業奉仕について、新聞に書い

たエッセイから引用して、「勤労と奉仕は、市民の社会的

責任であるだけでなく、無宗教的日本人にとって自らの精

神的救済でもあり、また博愛でもある」と述べました。こ

の考えは、押川ガバナーが仰っている「ロータリアンは、

奉仕の心を磨き、倫理を高めていく」という哲学と同調し

ており、日本人の存在価値の重要なベースと思っておりま

す。 

  改めて、今村様の今までのご労苦に敬意を表し、また、

ご夫妻の益々のご活躍を祈念申し上げ、ご挨拶と致します。 

  ご清聴ありがとうございました。 

 

【会務報告】 

①2月の例会の出欠届に訂正がございます。2月 28日はお

昼の例会で、NHK鹿児島放送局の清水幹夫様の卓話です。

夜間例会ではございません。 

②2/14の飲ん語い学校は、サンロイヤルホテルの 3階杉の

間で開催します。 

③「抜粋のつづり その七十七」が届きましたのでお配り

します。 

  

【スマイル報告】 

○上薗真歩君 不肖私が、創立 60 周年の実行委員長を

拝命して、先週最初の実行委員会が開かれましたが、関

係者皆様のおかげで、大変有意義なキックオフとなりま

した。心から感謝申し上げます。今後ともご協力の程、

どうかよろしくお願い致します。また、職業奉仕賞につ

きましては、決定、段取り、そして、今日の表彰式に至

るまで、玉利さんに奔走して頂きました。大変ありがと

うございました。 

○武井美智子君 ①水先人の今村義幸様、おめでとうご

ざいます。本日は鹿児島南 RC の会員と共に例会をお

楽しみください。②来週は社会奉仕委員会主催の飲ん

語い学校を開きます。鹿児島東高校でのデート DV と

児童虐待防止の講演 DVD とイタリアンのお料理で盛

り上がりましょう。 

       小計 2,000 円  累計 193,814 円 

※先週のスマイルの小計、累計額を訂正します。 

   誤小計 5,000 円  累計 172,814 円 

 正小計 19,000 円  累計 191,814 円 

 

 

平成 30年 2月 7日 第 2873回例会 

 

愛は憎しみより力強いものです。 

憎しみの半分を愛に与えてください。 

もう戦争など起らないでしょう。 

ロータリーの創始者 ポール・ハリス 

（ロータリーの友 2015年 2月号） 


